
v 目　次

目
　
次

第
一
章
　
江
戸
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来
た�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

一
　
江
戸
は
ラ
ク
ダ
で
大
騒
ぎ�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

ど
の
よ
う
に
ラ
ク
ダ
と
接
し
た
か
／
到
着
地
、
板
橋
へ
も
人
が
殺
到
／

紀
州
藩
主
と
平
戸
藩
主
の
明
暗
／
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
と
赤
坂
御
用
地
／

感
染
症
流
行
の
時
代
／
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
／
ラ
ク
ダ
か
ら
逃
げ
出
す
疫
病
神
／

元
気
な
十
方
庵
の
記
録
か
ら
わ
か
る
こ
と
／「
ラ
ク
ダ
現
象
」
の
広
が
り
／

『
武
江
年
表
』
の
誤
り
と
、
資
料
の
扱
い
に
つ
い
て

二
　
長
崎
舶
来
か
ら
江
戸
に
至
る
ま
で�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

長
崎
に
と
ど
ま
り
続
け
る
ラ
ク
ダ
／
ラ
ク
ダ
の
情
報
で
遊
ぶ
江
戸
の
狂
歌
師
た
ち
／

ラ
ク
ダ
が
出
島
を
去
る
ま
で
／
大
坂
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来
た
／

大
坂
の
唐
物
屋
が
売
り
出
し
て
い
た
ラ
ク
ダ
絵
図
／

な
か
な
か
始
ま
ら
な
い
難
波
新
地
の
見
世
物
／
大
坂
で
も
大
当
た
り
／
大
坂
か
ら
京
へ
／

ラ
ク
ダ
を
描
く
画
家
た
ち
／
雌
雄
仲
む
つ
ま
じ
い
ラ
ク
ダ
は
「
夫
婦
」
に
／

流
行
唄
の
ラ
ク
ダ
は
「
よ
れ
つ
も
つ
れ
つ
夫
婦
連
れ
」／「
土
瓶
の
鋳
掛
」
か
ら
「
駱
駝
」
へ
／



vi

文
人
た
ち
の
「
仲
よ
し
ラ
ク
ダ
現
象
」　
―
　

頼
山
陽
と
梁
川
星
巌
／

さ
ら
に
語
ら
れ
、
描
か
れ
る
ラ
ク
ダ
／

伊
勢
を
経
て
、
中
山
道
か
ら
江
戸
へ
／
ラ
ク
ダ
は
「
紀
州
様
の
荷
」

三
　『
駱
駝
之
図
』を
読
む�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

絵
柄
を
読
む
／
唐
人
姿
の
男
た
ち
／
口
上
記
文
を
読
む
／
中
国
的
認
識
枠
と
西
洋
知
識
／

ラ
ク
ダ
の
コ
ブ
は
む
ず
か
し
い
／「
天
竺
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
ハ
ル
シ
ヤ
、
ア
ラ
ビ
ア
／

誇
張
さ
れ
る
ラ
ク
ダ
の
能
力
／
盛
り
だ
く
さ
ん
の
「
ご
利
益
」／

ラ
ク
ダ
と
七
福
神
と
の
コ
ラ
ボ
／『
和
合
駱
駝
之
世
界
』／
ラ
ク
ダ
研
究
書
の
世
界
／

1
堤
它
山
『
槖
駝
考
』／
2
大
槻
玄
沢
『
槖
駝
訳
説
』／
3
松
本
胤
親
『
槖
駝
纂
説
』／

4
山
崎
美
成
『
駝
薈
』／
江
戸
の
「
ラ
ク
ダ
現
象
」
を
め
ぐ
っ
て

四
　
ラ
ク
ダ
の
旅
路�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
140

水
海
道
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
そ
し
て
八
王
子
、
大
田
原（
文
政
八
年
）／

金
沢
、
鯖
江
を
経
て
名
古
屋
へ
と
向
か
う（
文
政
九
年
）／

つ
い
に
名
古
屋
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来
た（
文
政
九
年
十
一
月
）／

『
絵
本
駱
駝
具
誌
』
が
再
現
す
る
世
界
／

二
度
目
は
う
ま
く
い
か
ず
備
前
か
ら
徳
島
へ（
文
政
十
年
）／

中
国
地
方
を
め
ぐ
る
旅
　

―
　

広
島
、
岩
国
、
天
神
渡
、
津
山（
文
政
十
一
年
）／

謎
の
空
白
を
経
て
若
狭
小
浜
に（
天
保
三
年
）／
江
戸
再
来
と
信
州
飯
田（
天
保
四
年
）／

ラ
ク
ダ
の
行
方
／
ラ
ク
ダ
の
到
来
と
異
国
・
自
国
の
形
象



vii 目　次

五
　
落
語『
ら
く
だ
』の
時
代�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176

落
語
『
ら
く
だ
』
の
概
要
／
ラ
ク
ダ
見
世
物
と
「
か
ん
か
ん
の
う
」／

同
時
代
文
化
が
交
響
す
る
落
語
／『
ら
く
だ
』
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

第
二
章
　
舶
来
動
物
と
見
世
物�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
197

一
　
動
物
舶
来
の
歴
史�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
200

古
代
の
動
向
／
ク
ジ
ャ
ク
と
オ
ウ
ム
／
舶
来
動
物
と
「
ご
利
益
」／
中
世
の
動
向
／

朝
鮮
の
タ
カ
／
近
世
の
動
向
／
多
数
を
占
め
る
鳥
類
／
か
ぎ
ら
れ
た
享
受
者
た
ち

二
　
舶
来
動
物
の
見
世
物�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
215

見
世
物
の
揺
籃
期
／
商
業
化
が
進
ん
だ
江
戸
時
代
後
期

三
　
そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
219

珍
し
い
動
物
の
「
ご
利
益
」／
生
餌
の
演
出
／
勢
州
松
坂
鳥
屋
熊
吉
／
議
論
の
行
方

第
三
章
　
開
国
期
に
お
け
る
異
国
・
自
国
の
形
象�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
229

一
　
異
国
船
は
や
っ
て
来
る�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
231

オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
が
混
淆
す
る
異
国
船
／「
来
航
す
る
」
と
い
う
形
式



viii

二
　
ペ
リ
ー
来
航
と
日
米
の
レ
プ
リ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
236

西
洋
世
界
の
地
球
的
拡
大
と
ペ
リ
ー
の
「
砲
艦
外
交
」／
日
米
の
レ
プ
リ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

三
　
不
気
味
な
異
国
人
物
、そ
し
て「
神
風
」「
神
国
」�…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
243

異
形
の
異
国
人
物
た
ち
／「
神
風
」
が
異
国
船
を
吹
き
戻
す
／
非
対
称
性
の
別
次
元
か
ら
の
解
消
／

「
神
国
」
で
は
異
国
の
ト
ラ
も
日
本
語
を
覚
え
る
／「
神
風
」
の
遊
廓

第
四
章
　
日
本
人
に
な
っ
て
み
る
、日
本
を
や
っ
て
み
る�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
257

　

―
　

身
体
が
形
象
す
る
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

一
　
日
本
人
に
な
っ
て
み
る�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
260

あ
た
し
た
ち
日
本
人
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
／「
日
本
人
に
な
っ
て
み
る
」
コ
ス
プ
レ
の
系
譜

二
　
日
本
を
や
っ
て
み
る
　

―
　「
茶
店
・
茶
屋
」と「
茶
屋
の
娘
」た
ち�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
265

プ
ラ
ハ
の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
／
チ
ェ
コ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
牽
引
し
た
ホ
ロ
ウ
ハ

三
　
ホ
ロ
ウ
ハ
の
行
動
的
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
269

『
嵐
の
な
か
の
サ
ク
ラ
』
と
最
初
の
日
本
滞
在
／
二
十
代
後
半
で
の
「
茶
店
・
茶
屋
」
の
実
現
／

『
日
本
の
子
ど
も
の
昔
ば
な
し
』



ix 目　次

四
　「
実
物
の
日
本
人
」と
出
会
う�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
274

日
本
の
軽
業
曲
芸
師
た
ち

五
　
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
源
泉
と
し
て
の
軽
業
曲
芸
師�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
277

最
初
の
旅
券
の
集
団
／「
子
ど
も
た
ち
は
例
の
日
本
人
を
見
て
き
た
」

六
　「
芸
者
」と「
ゲ
イ
シ
ャ
」の
相
乗�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
285

万
国
博
覧
会
と
「
日
本
村
」／
オ
ペ
レ
ッ
タ
『
ゲ
イ
シ
ャ
』
に
烏
森
芸
者
が
出
演
／

ド
レ
ス
デ
ン
の
芸
者
と
プ
ラ
ハ
の
「
茶
屋
の
娘
」
た
ち

第
五
章
　
横
浜
が
売
る「
ニ
ッ
ポ
ン
」　
―
　

サ
ム
ラ
イ
商
会
を
中
心
に�

…
…
…
…
…
…
…
…
291

一
　
サ
ム
ラ
イ
商
会
の「
ニ
ッ
ポ
ン
」�…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
294

強
烈
な
日
本
趣
味
の
外
観
／
骨
董
と
美
術
工
芸
品
の
製
造
　

―
　

サ
ム
ラ
イ
商
会
の
内
部
か
ら
／

日
本
趣
味
の
シ
ル
バ
ー
ウ
ェ
ア
／
再
創
造
・
再
生
産
さ
れ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
」

二
　
野
村
洋
三
を
め
ぐ
る
人
び
と�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
306

　

―
　

獅
子
文
六
、
そ
し
て
新
渡
戸
稲
造
と
鈴
木
大
拙

作
家
、
獅
子
文
六
の
父
親
の
シ
ル
ク
・
ス
ト
ア
／
新
渡
戸
稲
造
の
武
士
道
に
呼
応
し
て
／

鈴
木
大
拙
と
の
交
流
／
Ｂ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ｏ
と
Ｚ
ｅ
ｎ
の
背
後
に
あ
る
も
の



x

注
…
…
315

主
要
参
考
資
料
…
…
343

初
出
一
覧
…
…
357

あ
と
が
き
…
…
359



第
　

一
　

章

江
戸
に
ラ
ク
ダ
が
や
って
来
た



2

一

江
戸
は
ラ
ク
ダ
で
大
騒
ぎ

　
文ぶ
ん

政せ
い

七
年（
一
八
二
四
）
閏う
る
う

八
月
九
日
、
江
戸
き
っ
て
の
盛
り
場
で
あ
っ
た
両
国
広ひ
ろ

小こ
う

路じ

で
ラ
ク
ダ
の
見
世
物
が
始
ま

っ
た
。

　
雄
一
頭
、
雌
一
頭
の
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
二
頭
の
番つ

が

い
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
積
ま
れ
て
文
政
四
年（
一
八
二
一
）七

月
二
日
に
長
崎
に
舶
来
し
、
そ
こ
か
ら
三
年
余
り
の
時
を
経
て
江
戸
へ
や
っ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
皆
が
待
ち
こ
が
れ

た
ラ
ク
ダ
で
あ
り
、
江
戸
中
の
人
び
と
が
両
国
橋
西に

し

詰づ
め

の
小
屋
へ
押
し
掛
け
、
見
世
物
は
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

　
ラ
ク
ダ
は
古
来
、
日
本
へ
何
度
か
舶
来
し
て
い
て
、
江
戸
時
代
に
も
す
で
に
二
度
や
っ
て
来
て
は
い
た
。
し
か
し
、

正し
ょ
う

保ほ
う

三
年（
一
六
四
六
）に
長
崎
舶
来
の
ラ
ク
ダ
は
三
代
将
軍
、
徳と
く

川が
わ

家い
え

光み
つ

へ
の
献
上
品
で
見
世
物
と
し
て
庶
民
に
供
覧

さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
ま
た
、
享き

ょ

和う
わ

三
年（
一
八
〇
三
）に
長
崎
舶
来
の
ラ
ク
ダ
は
交
易
を
許
さ
れ
て
い
な
い
ア
メ
リ
カ

船
が
運
ん
で
来
た
も
の
で
戻
さ
れ
て
い
（
（
（
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
江
戸
庶
民
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
文
字
通
り
生
ま
れ
て
は

じ
め
て
、
ラ
ク
ダ
な
る
「
異
国
の
珍
獣
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
わ
け
で
あ
り
、
動
物
園
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
ラ
ク

ダ
を
知
る
今
日
の
わ
れ
わ
れ
と
は
状
況
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
不
思
議
な
背
上
の
コ
ブ
の
形
状
と
い
い
、
独
特

の
お
っ
と
り
と
し
た
感
じ
の
顔
立
ち
と
い
い
、
未
知
の
異
国
に
は
こ
ん
な
動
物
が
い
る
の
か
と
驚
異
の
目
を
見
張
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
両
国
の
見
世
物
小
屋
で
間
近
に
ラ
ク
ダ
と
接
す
る
体
験
は
、
多
く
の
人
び
と
に
と
っ
て
一
生
の
語
り
草
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と
な
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

ど
の
よ
う
に
ラ
ク
ダ
と
接
し
た
か

　
ラ
ク
ダ
の
話
題
は
当
然
、
同
時
代
の
随
筆
や
記
録
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
記
さ
れ
た
。

　
あ
ち
こ
ち
出
歩
く
の
が
大
好
き
で
数
多
く
の
「
遊
歴
」
の
記
録
を
残
し
て
く
れ
た
隠
居
僧
、
十じ
っ

方ぽ
う

庵あ
ん

敬け
い

順じ
ゅ
んは

、

「
武え

江ど

両
国
の
広
小
路
に
於
て
、
駱
駝
と
い
え
る
怪
獣
の
牡お
す

牝め
す

弐に

疋ひ
き

を
見
せ
も
の
に
し
、
広
き
東
武
中
一
円
の
評
判
な

れ
ば
、
朝
よ
り
暮
に
い
た
る
ま
で
見
物
の
人
山
を
な
し
て
、
栄え

い

当と
う

〳
〵
と
込こ
み

合あ
う

事
仰ぎ
ょ

山う
さ
んに
て
、
或
日
は
五
千
余
人
に
及

べ
る
と
ぞ
」
と
記
し
、
日
々
、
人
が
山
を
な
し
て
「
争
ひ
見
る
」
状
態
で
あ
っ
た
と
証
言
す
る（『
遊
歴
雑
記
』）。
一
日

に
「
五
千
余
人
」
の
観
客
と
い
う
数
字
は
当
時
に
あ
っ
て
驚
く
べ
き
も
の
だ
が
、
大
衆
的
流
行
現
象
が
頻
繁
に
現
出
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
十
九
世
紀
の
百
万
都
市
江
戸
で
は
、
こ
う
し
た
規
模
の
見
世
物
が
他
に
も
何
度
か
お
こ
な
わ
れ

て
お
り
、
実
態
を
反
映
す
る
数
字
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
（
（
（
る
。

　
間
近
に
ラ
ク
ダ
と
接
す
る
体
験
と
記
し
た
通
り
、
こ
の
熱
気
の
見
世
物
小
屋
の
な
か
で
、
人
び
と
は
ま
さ
に
間
近
に
、

身
近
に
、
ラ
ク
ダ
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
屋
内
で
は
太
鼓
や
横
笛
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
を
鳴
ら
す
風
変
わ
り
な

唐と
う

人じ
ん

姿す
が
たの
男
た
ち（
実
際
に
は
日
本
人
）が
、
観
客
の
す
ぐ
目
の
前
で
二
頭
の
ラ
ク
ダ
を
連
れ
て
回
り
、
さ
ら
に
、
札ふ
だ

銭せ
ん

（
入
場
料
）の
三
十
二
文も
ん

と
は
別
に
四
文
、
八
文
と
い
っ
た
代
価
を
と
っ
て
大
根
や
薩
摩
芋
、
茄
子
を
買
わ
せ
て
、
そ
れ

を
観
客
が
手
ず
か
ら
ラ
ク
ダ
に
与
え
る
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト
へ
の
餌
や
り
同
様
、
こ
れ
は
動
物

と
人
間
と
の
最
も
親
し
き
交
わ
り
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
ラ
ク
ダ
に
「
間
近
に
、
身
近
に
」
接
し
た
と
筆
者
が
強
調
し
て
も
、
も
し
か
す
る
と
実
感
が
わ
か
な
い
読
者
も
い
る



図 1　ラクダに見とれる観客たち．名古屋大須での見世物小屋内を描く（高力猿猴庵
『絵本駱駝具誌』写本より，部分図，名古屋市博物館蔵）
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か
も
し
れ
な
い
。「
ラ
ク
ダ
に
見
と
れ
る
観

客
の
姿
」
な
ど
と
い
っ
た
都
合
の
い
い
絵
は

江
戸
に
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
じ
つ
は
驚
く

べ
き
こ
と
に
、
全
国
で
も
名
古
屋
の
も
の
だ

け
は
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
は
じ
め
に
ま

ず
見
世
物
小
屋
の
状
況
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
先
駆
け
て
そ
の
図
を
掲
載
し
て

お
く（
図
1
）。
こ
れ
は
名
古
屋
の
文
筆
家
、

画
家
で
尾
張
藩
士
の
高こ

う

力り
き

猿え
ん

猴こ
う

庵あ
ん（

種
信
）が

著
し
た
『
絵え

本ほ
ん

駱ら
く

駝だ

具ぐ

誌し

』
に
掲
載
の
、
名

古
屋
大
須
の
見
世
物
小
屋
で
の
文
政
九
年
の

光
景
だ
が
、
こ
こ
江
戸
の
見
世
物
小
屋
で
も

同
様
の
光
景
が
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

同
書
に
は
「
江
戸
に
て
は
見
物
を
も
乗
せ
し

由
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
江
戸
で
は
実

際
に
乗
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の

資
料
が
記
す
名
古
屋
の
興
行
に
関
し
て
は
、

の
ち
に
詳
し
く
ふ
れ
る
。
こ
こ
で
は
も
う
一



図 2　ラクダの見世物小屋前に群集する人びと（江南亭唐立作，歌
川国安画の合巻『和合駱駝之世界』より，筆者蔵．掲載書は人の口など
にいたずら書きがされている）
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つ
、
江
戸
で
出
版
さ
れ
た
合ご
う

巻か
ん（

合
冊
形
式
の
絵
入
り
小
説
）に
見
世
物
小
屋
前
に
群
集
す
る
人
び
と
を
描
く
挿
図
が
あ
り
、

文
芸
作
な
が
ら
随
筆
記
録
類
に
記
さ
れ
る
の
と
同
じ
感
触
を
描
く
も
の
な
の
で
、
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
お
く（
図
2
）。

こ
の
作
品
に
関
し
て
も
、
の
ち
に
詳
し
く
ふ
れ
る
。

　
さ
て
当
時
に
お
い
て
は
、
ラ
ク
ダ
の
よ
う
な
舶
来
の
「
異
国
の
珍
獣
」
に
は
、
神
仏
の
ご
と
き
「
ご
利り

益や
く

」
が
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ク
ダ
は
西
方
か
ら
や
っ
て
来
た
有
り
難
い

「
霊
獣
」「
聖
獣
」
で
あ
っ
た
。
最
も
よ
く
い
わ
れ
た
の
は
疱ほ

う

瘡そ
う

麻は
し
か疹
除よ

け
、
悪
病
除
け
の
効
能
で
あ
り
、
見
世
物
小
屋
で
は
故
事

い
わ
れ
を
付
し
て
ラ
ク
ダ
の
毛
を
包
ん
だ
お
守
り
が
売
ら
れ
た
。

そ
ん
な
馬
鹿
な
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
は
実
際
に
ラ
ク

ダ
が
感
染
症
や
悪
病
か
ら
わ
が
身
を
守
っ
て
く
れ
る
、
た
と
え
病

気
に
罹か

か

っ
て
も
軽
く
済
ま
せ
て
く
れ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
ラ
ク
ダ
を
見
る
こ
と
は
「
ご
利
益
」
つ
き
の
「
眼が

ん

福ぷ
く

」
で
あ
り
、
ラ
ク
ダ
の
毛
を
お
守
り
と
し
て
身
近
に
す
れ
ば
さ

ら
に
効
能
が
高
ま
る
と
い
う
わ
け
で
あ
っ
た
。

　
見
世
物
小
屋
で
は
、
ラ
ク
ダ
を
描
い
た
墨
一
色
摺
り
の
絵
番
付

や
色
摺
り
の
浮
世
絵（
錦
絵
）が
販
売
さ
れ
て
お
り
、
人
び
と
は
人

生
初
の
ラ
ク
ダ
体
験
の
記
念
に
そ
れ
ら
を
も
と
め
、
あ
と
あ
と
ま

で
記
憶
を
反は

ん

芻す
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ま
だ
見
て
い
な
い
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人
に
絵
を
見
せ
て
、
評
判
を
語
っ
た
り
、
見
物
を
す
す
め
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
前
述
の
十
方
庵
は
、「
壱い

ち

人に
ん

鐚び
た

三
十
弐
穴け
つ［

三
十
二
文
］を
と
り
て
見
す
る
上
に
、
絵
図
を
鬻ひ
さ

ぎ
、
な
を
彼
が
食
物
を
商
ふ
事
若そ
こ

干ば
く［

か
な
り
の
数
量
］な
れ

ば
、
目も

く

論ろ
み

し
者
ど
も
は
嘸さ
ぞ

や
過
分
の
利
潤
を
得
た
る
な
る
べ
し
」
と
観
察
し
て
い
る
。

到
着
地
、
板
橋
へ
も
人
が
殺
到

　
じ
つ
は
ラ
ク
ダ
は
長
崎
で
長
く
留
め
置
か
れ
た
す
え
に
、
前
年
の
文
政
六
年（
一
八
二
三
）に
興
行
関
係
者
の
手
に
渡

り
、
大
坂
、
京
、
伊
勢
な
ど
で
ま
ず
興
行
の
の
ち
に
中
山
道
経
由
で
江
戸
へ
は
や
っ
て
来
た
。
最
初
の
長
崎
舶
来
の
情

報
を
は
じ
め
、
そ
の
後
の
動
静
も
う
わ
さ
と
し
て
伝
わ
っ
て
お
り
、
江
戸
で
は
今
か
今
か
と
首
を
長
く
し
て
待
ち
望
ん

だ
ラ
ク
ダ
で
あ
っ
た
。
本
書
の
書
名
で
章
題
で
も
あ
る
「
江
戸
に
ラ
ク
ダ
が
や
っ
て
来
た
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
そ

の
感
覚
が
こ
め
ら
れ
て
い
て
、
実
際
、
江
戸
到
着
の
入
口
と
な
っ
た
板
橋
か
ら
し
て
、
す
で
に
大
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
ち
ら
の
証
言
者
は
、
元
は
下
級
武
士
か
ら
医
者
と
な
り
こ
の
時
期
ち
ょ
う
ど
板
橋
宿
に
住
ん
で
手
習
い
の
師
匠
で

も
あ
っ
た
加
藤
曳え

い

尾び

庵あ
ん

で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
す
。「［
ラ
ク
ダ
は
］木
曾
路
を
経
て
江
戸
へ
来
る
。
其そ
の

沙さ

汰た
お

夥び
た
だし
く
、

当
駅［
板
橋
宿
］の
豊
田
市
右
衛
門
の
主ぬ

し
の
家
を
か
り
て
一
日
逗
留
す
る
事
に
な
ん
有
り
け
り
。
こ
の
へ
ん
は
い
ふ
に

お
よ
ば
ず
、
江
戸
よ
り
ゑ
ん
類
、
親
る
い
見
物
せ
ん
と
て
雲
か
す
み
ご
と
く
き
た
る
。
閏
八
月
四
日
着
の
と
こ
ろ
、
途

中
に
故
障
の
事
あ
り
て
五
日
の
ゆ
ふ
か
た
着
し
ぬ
。
豊
田
氏
の
奥
庭
へ
ひ
き
ゐ
れ
て
諸
人
に
見
物
を
さ
せ
け
り
」（『
我わ
が

衣こ
ろ
も』）。
こ
れ
は
い
っ
て
み
れ
ば
現
場
か
ら
の
実
況
報
告
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
縁
程
度
の
物
見
高
い
連
中
が
、
少
し
で
も

早
く
ラ
ク
ダ
を
見
た
い
と
雲
霞
の
ご
と
く
板
橋
ま
で
押
し
掛
け
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、
板
橋
宿
平
尾
の
脇
本
陣
、
平
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尾
の
名
主
で
あ
る
豊
田
家
の
奥
庭
に
お
い
て
、
い
わ
ば
「
抜
け
駆
け
」
で
ラ
ク
ダ
を
見
物
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

っ
た
。
曳
尾
庵
自
身
も
き
わ
め
て
身
近
に
ラ
ク
ダ
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
ん
で
い
て
、「
さ
す
り
て
み
る
に
毛
せ
ん
な

ど
へ
さ
わ
る
よ
ふ
な
り
」
と
、
体
毛
の
さ
わ
り
心
地
ま
で
記
し
て
い
る
。

　
す
で
に
冒
頭
で
ふ
れ
、
曳
尾
庵
も
以
下
に
続
け
て
記
す
よ
う
に
、
見
世
物
興
行
と
し
て
は
「
閏
八
月
九
日
よ
り
両
国

広
小
路
に
お
ゐ
て
み
せ
る
。
見
物
群
集
雲
の
如
し
」
と
な
る
わ
け
だ
が
、
ラ
ク
ダ
を
一
目
見
た
か
っ
た
の
は
庶
民
だ
け

で
は
な
く
、
武
士
身
分
の
者
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
高
位
で
な
い
武
士
は
、
地
方
か
ら
や
っ
て
来
て
江
戸
在
勤
中
の

勤き
ん

番ば
ん

侍ざ
む
ら
いを
含
め
、
両
国
や
浅
草
の
盛
り
場
で
見
世
物
見
物
を
し
て
い
る
事
例
が
さ
ま
ざ
ま
確
認
で
き
る
が
、
と
こ
ろ

が
身
分
が
高
く
な
る
と
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。

紀
州
藩
主
と
平
戸
藩
主
の
明
暗

　
ラ
ク
ダ
を
一
目
見
た
い
、
し
か
し
如い
か
ん何
せ
ん
、
そ
う
も
い
か
な
い
と
い
う
気
の
毒
な
例
は
、
平
戸
藩
九
代
藩
主
に
し

て
諸
学
問
に
通
じ
た
松ま

つ

浦ら

静せ
い

山ざ
ん

で
、
当
時
す
で
に
致ち

仕し

し
て
隠
居
の
身
な
が
ら
立
場
上
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

静
山
の
随
筆
『
甲か

っ

子し

夜や

話わ

』
に
は
「
今
遠
来
の
物［
ラ
ク
ダ
の
こ
と
］、
予
も
視
た
く
思
へ
ど
も
、
流さ
す
が石
、
卑ひ

賤せ
ん

混こ
ん

騒そ
う

の

中
に
も
雑ま

じ

は
り
か
ね
る
故
、
儒じ
ゅ

生せ
い

蒲
生
亮
を
し
て
視
せ
し
め
し
」（
巻
五
十
三
）と
記
し
、
結
局
、
人
を
つ
か
わ
し
て
見
物

さ
せ
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　『
甲
子
夜
話
』
に
は
こ
の
記
事
に
先
立
ち
、
文
政
四
年
の
長
崎
へ
の
ラ
ク
ダ
舶
来
、
並
び
に
そ
れ
以
前
の
享
和
三
年

に
ア
メ
リ
カ
船
が
運
ん
で
来
て
戻
さ
れ
た
ラ
ク
ダ
の
一
件
も
載
り（
巻
八
）、
ま
た
今
回
舶
来
の
翌
文
政
五
年
に
両
国
に

あ
ら
わ
れ
た
「
作
り
物
」
の
ラ
ク
ダ
模
造
見
世
物
の
話
ま
で
載
っ
て
い
て
、「
真
物
は
や
が
て
御
当
地
に
来
る
な
り
」
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と
い
っ
た
伝
聞
も
記
さ
れ
て
い
る（
巻
九
）。
こ
の
後
も
さ
ら
に
二
つ
の
補
足
記
事
を
記
し
て
お
り（
巻
五
十
六
、
巻
六
十
）、

静
山
は
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
に
情
報
を
把
握
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
何
と
も
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
な
お
、
模
造
見
世
物
の
関
連
で
い
う
と
、
大
坂
で
も
本
物
の
興
行
に
先
駆
け
て
籠
細
工
で
つ
く
っ
た
ラ
ク
ダ
見
世
物

が
同
じ
文
政
五
年
に
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
文
政
六
年
の
本
物
の
興
行
の
寸
前
に
も
拵こ

し
らえ

も
の
の
細
工
が
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
は
、
ラ
ク
ダ
到
来
を
江
戸
よ
り
も
っ
と
待
た
さ
れ
た
名
古
屋
で
も
、
本
物
の
興
行
の
前
年
で
あ
る
文
政
八
年
に

羽
根
細
工
で
つ
く
っ
た
ラ
ク
ダ
見
世
物
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ラ
ク
ダ
の
う
わ
さ
が
世
に
広
ま
る
な
か
、
ラ
ク
ダ
へ
の

期
待
が
各
地
で
高
ま
っ
て
い
っ
た
状
況
が
そ
こ
か
ら
は
と
て
も
よ
く
う
か
が
え
る
。

　
知
識
や
情
報
を
ま
め
に
蓄
積
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直
接
の
「
眼
福
」
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
松
浦

静
山
が
い
る
一
方
で
、
抜
き
ん
出
た
特
権
に
よ
っ
て
、
ラ
ク
ダ
を
逸
早
く
見
る
こ
と
が
で
き
た
者
も
い
た
。
徳
川
御
三

家
、
紀
州
藩
十
一
代
藩
主
の
徳と

く

川が
わ

斉な
り

順ゆ
き

で
あ
る
。
ち
な
み
に
斉
順
は
時
の
十
一
代
将
軍
、
徳
川
家い
え

斉な
り

の
七
男
で
あ
り
、

後
代
の
こ
と
に
な
る
が
、
斉
順
が
没
し
た
直
後
に
生
ま
れ
た
子
は
の
ち
十
四
代
将
軍
、
徳
川
家い

え

茂も
ち

と
な
っ
て
い
る
。

　
文
政
七
年（
一
八
二
四
）閏
八
月
十
九
日
、
当
時
二
十
四
歳
で
紀
州
藩
主
と
な
っ
て
ま
だ
三
カ
月
の
徳
川
斉
順
は
、
広

大
な
江
戸
藩
邸（
赤
坂
邸
）の
赤
坂
御
本
殿
に
お
い
て
ラ
ク
ダ
を
見
る
「
眼
福
」
を
得
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
閏
八

月
十
九
日
と
は
両
国
広
小
路
で
興
行
が
始
ま
っ
て
わ
ず
か
十
日
後
の
、
日
々
、
人
が
山
を
な
し
て
「
争
ひ
見
る
」
状
態

の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
そ
の
両
国
の
小
屋
を
休
ま
せ
て
赤
坂
邸
へ
呼
び
寄
せ
た
こ
と
に
な
る
。「
閏
八
月
十
九
日
、
駱

駝
二
頭
御
親
覧
ア
リ
。
畢お

わ
りテ
、
青
山
御
殿
ヘ
率ひ

カ
セ
、
修
理
大
夫
様
御
覧
」（『
南
紀
徳
川
史
』）と
記
録
さ
れ
て
い
て
、
斉

順
の
赤
坂
御
本
殿
で
の
「
御
親
覧
」
後
に
、
さ
ら
に
青
山
御
殿
へ
と
ラ
ク
ダ
を
牽
か
せ
、
修
理
大
夫
す
な
わ
ち
頼よ

り

興お
き

（
先
代
藩
主
、
治は
る

宝と
み

の
叔
父
）も
見
物
し
た
。
頼
興
は
翌
文
政
八
年
正
月
に
七
十
四
歳
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
ラ
ク
ダ
は
い
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う
な
れ
ば
名な

残ご
り

の
「
眼
福
」
と
も
な
っ
た
。

迎
賓
館
赤
坂
離
宮
と
赤
坂
御
用
地

　
紀
州
徳
川
家
の
赤
坂
邸
と
は
、
お
よ
そ
現
在
の
迎げ
い

賓ひ
ん

館か
ん

赤
坂
離
宮
と
赤
坂
御
用
地
と
を
ひ
と
続
き
に
合
わ
せ
た
広
大

な
エ
リ
ア
で
あ
る
。
江
戸
時
代
末
期
に
つ
く
ら
れ
た
『
紀
州
徳
川
家
赤
坂
邸
全
図
』（
宮
内
庁
公
文
書
館
蔵
）を
見
る
と
、

赤
坂
御
本
殿
は
東
北
側
一
帯
の
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で
、
青
山
御
殿
は
そ
こ
か
ら
西
南
方
向
へ
ず
っ
と

行
っ
た
反
対
側
角
の
、
現
在
の
青
山
一
丁
目
交
差
点
の
す
ぐ
北
側
、
赤
坂
御
用
地
西
門
近
く
の
広
い
芝
生
地
と
な
っ
て

い
る
場
所
で
あ
る
。
ラ
ク
ダ
が
牽
か
れ
た
赤
坂
御
本
殿
か
ら
青
山
御
殿
へ
の
あ
い
だ
に
は
「
赤
坂
御
庭
」
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
て
、
現
在
は
春
秋
の
園
遊
会
で
知
ら
れ
る
「
赤
坂
御
苑
」
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
以
降
に
各
所
が
大
改

修
さ
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
中
心
部
に
あ
る
現
在
の
「
中
の
池
」
は
藩
邸
時
代
の
「
積せ

き

翠す
い

池ち

」
に
相
当
し
、
池
の
南

側
に
架
か
る
二
本
の
ゆ
る
や
か
な
反
り
橋
「
二に

こ

虹う
り

梁ょ
う

」
は
同
名
称
か
つ
同
位
置
で
、
継
承
さ
れ
た
部
分
も
多
い
。

　
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
目
に
す
る
園
遊
会
の
光
景（「
中
の
池
」
の
西
側
か
ら
北
側
の
沿
道
と
芝
生
地
が
映
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
）と
、
こ
こ
に
述
べ
た
ラ
ク
ダ
の
話
と
は
時
代
も
環
境
も
異
な
る
わ
け
だ
が
、
試
み
に
、
御
庭
の
な
か
を
移
動

す
る
二
頭
の
ラ
ク
ダ
の
姿
を
想
像
力
豊
か
に
思
い
描
い
て
み
る
こ
と
も
、
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
、

赤
坂
邸
で
の
ラ
ク
ダ
見
物
の
様
相
は
、
松
浦
静
山
い
う
と
こ
ろ
の
両
国
広
小
路
の
「
卑
賤
混
騒
」
と
は
懸
け
離
れ
た
、

特
別
の
「
眼
福
」
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
と
き
写
生
し
て
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
紀
州

藩
士
で
画
家
の
諏す

訪わ

鵞が

湖こ

に
よ
る
画
巻（
文
政
七
年
成
）の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
瀟
洒
な
筆
致
で
ラ
ク
ダ
二
頭
と
、

そ
れ
を
連
れ
歩
く
楽
器
と
野
菜
を
携
え
た
唐
人
姿
の
男
た
ち
が
美
し
く
描
か
れ
て
い
る
。



10

　
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
し
て
こ
の
「
御
親
覧
」
は
、
徳
川
斉
順
が
ラ
ク
ダ
と
対
面
し
た
い
気
持
ち
の
強
か
っ
た
こ
と
を
う

か
が
わ
せ
、
そ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
紀
州
和
歌
山
の
殿
様
で
五
代
藩
主
か
ら
八
代
将
軍
と
な
っ
た
徳

川
吉よ

し

宗む
ね

の
「
異
国
の
珍
獣
」
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
江
戸
に
や
っ
て
来
た
最
大
の
「
異
国
の
珍
獣
」
と
い
え
ば
ゾ
ウ

（
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
）で
あ
り
、
こ
れ
は
海
外
の
知
識
、
文
物
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
吉
宗
が
自
ら
注
文
し
た
も
の
で
、

享き
ょ
う

保ほ
う

十
三
年（
一
七
二
八
）に
中
国
船
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
長
崎
へ
と
舶
載
、
江
戸
へ
上
っ
て
翌
年
に
吉
宗
と
対
面
し
、
し

ば
ら
く
の
あ
い
だ
浜は

ま

御ご

殿て
ん（

現
、
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
）で
飼
育
さ
れ
た
。
斉
順
は
同
じ
紀
州
藩
主
に
し
て
吉
宗
の
玄
孫
で
あ

り
、
こ
の
ラ
ク
ダ
と
の
対
面
に
は
伝
統
の
先
進
的
風
儀
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
話
の
流
れ
の
都
合
上
、
後
述
す
る
か
た
ち
と
す
る
が（
八
十
一
頁
）、
じ
つ
は
ラ
ク
ダ
が
江
戸
へ
や
っ
て
来
る
た
め
の

道
中
通
行
の
便
宜
を
紀
州
家
が
与
え
て
お
り
、
ラ
ク
ダ
は
い
わ
ば
「
紀
州
様
の
荷
」
と
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
記
録
が
中
山
道
の
伏
見
宿
に
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徳
川
斉
順
の
「
御
親
覧
」
は
明
確
な
意
志
の
も

と
に
少
し
以
前
か
ら
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
興
行
側
か
ら
し
て
も
両
国
の
小
屋
が
い
く
ら
「
争
ひ
見
る
」
状
態
で
あ
ろ

う
と
も
、
斉
順
と
の
対
面
は
江
戸
に
お
け
る
最
優
先
事
項
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
文
政
七
年
秋（
閏
八
月
と
は
、
閏
の
調
整
の
た
め
に
八
月
の
翌
月
に
も
う
一
度
繰
り
返
す
月
で
、
ラ
ク
ダ
見
世
物
開

始
の
文
政
七
年
閏
八
月
九
日
は
、
西
暦
な
ら
一
八
二
四
年
十
月
一
日
に
相
当
す
る
）の
江
戸
は
、
文
字
通
り
貴
賤
上
下
を
問
わ
ず
、

雌
雄
二
頭
の
ラ
ク
ダ
の
話
題
で
持
ち
切
り
な
の
で
あ
っ
た
。
画
家
で
文
人
の
酒
井
抱ほ

う

一い
つ

は
年
の
終
わ
り
に
「
歳
暮
」
と

し
て
、「
御お

ん

厩ま
や

の
駱
駝
に
附つ
け

む
と
し
の
末
」（『
軽
挙
観
句
藻
』）と
句
作
し
た
。
興
行
が
ど
こ
ま
で
続
い
た
の
か
正
確
な
終

了
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
儒じ

ゅ

者し
ゃ

の
松
崎
慊
堂
が
そ
の
日
記
で
あ
る
『
慊こ
う

堂ど
う

日に
ち

暦れ
き

』
に
翌
文
政
八
年
二
月
四
日
に

ラ
ク
ダ
見
物
し
た
こ
と
を
記
す
の
で
、
半
年
ほ
ど
も
続
い
た
見
世
物
史
上
空
前
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
興
行
で
あ
っ
た
。




